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   Metastatic tumor of the penis is uncommon. A 62-year-old man was admitted with the complaint of 
diffuse induration of the penile shaft. Biopsy material of the corpora cavernosa and supraclavicular lym-
phnode showed metastatic seminoma histopathologically, but no abnormal finding of bilateral testes was 
seen. Chest X-ray showed a mass at the upper anterior mediastinum. We considered the primary site of 
this malignant disease to be the mediastinum. The patient died of liver cirrhosis but permission of au-
topsy could not be obtained. 

                                                  (Acta Urol. Jpn. 34: 1057---1061, 1988)
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緒 言

転移性陰茎腫瘍は,陰 茎が比較的血流豊富な器官に

もかかわらず比較的稀な疾患である1-3),今 回われわ

れは,陰 茎転移により発見された縦隔原発の精上皮腫

と考えられる症例を経験 したので報告する.

症 例

患者;62歳,男 性,会 社員

主訴=亀 頭部冷感および陰茎の硬結

家族歴=特 記すべきことなし

既往歴:40歳 時,虫 垂炎にて虫垂切除術を受けてい

る.50歳 頃 より慢性肝炎で入退院を繰 り返していた.

現病歴=1984年8月 頃より亀頭部冷感および陰茎の

硬結に気付き,某 医を受診し,尿 道海綿体炎の疑いで

9月7日 当科へ紹介され,同 月17日 精査のため入院し

た.

現症:身 長151cm,体 重61kg,体 格中等度,栄 養

はやや不良で,腹 部は腹水貯留のため膨隆しており,

顔面および胸部にvascularspiderを 認め,右 鎖骨

上 リンパ節に母指頭大の腫瘤を触知 した.陰 茎は半勃

起状を呈し,亀 頭の一部および陰茎海綿体全長にわた

る無痛性の硬結を認め,包 皮は浮腫状であった.

両側撃丸はやや萎縮していたが,硬 結などは触知 し

なかった,

入院時検査成績:末 梢血液豫ではとくに異常所見は

なく,血 液生化学にてTTT,ZTT,GOT,LDH,

7-GTPの 上昇とCh-Eの 下降がみられ,タ ンパク分

画ではアルブミンの低下とrグ ロブリンの上昇,お よ

びLDHア イ ソザイムでLDH-V分 画 の上昇が認

められ,肝 硬変による肝機能障害と思われた.な お,

尿検査ではタンパク(一),糖(一),沈 渣 でもとくに

異常は認められなかった(Table1).

X線 学的検査所見:胸 部X線 像で上縦隔に手拳大の

腫瘤陰影がみられ,気 管は左方に圧排され(Fig.1),

胸部断層像で右肺門部および右下肺野に数個の腫瘤陰
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影が認められた(Fig.2).9月 初め頃 より唆声も出

現 しており,縦 隔腫瘍による右反回神経麻痺が疑われ

た.

尿路X線 検査では,排 泄牲尿路造影はとくに異常所

見なく,尿 道膀胱造影で,陰 影欠損などは認められな

かったが,尿 道が全長にわたって細く,伸 展性は不良

であった(Fig。3).

陰茎の超音波断層検査では,腫 瘤陰影など異常所見

は認められなかった.

以上より,尿 道海綿体炎,縦 隔腫瘍,肝 硬変の疑い

で,9月25日 陰茎および右鎖骨上リンパ節の生検を行

った.

組織学的所見=右 鎖骨上リンパ節の病理組織学的所

見は,胞 体の明るい腫瘍細胞が胞巣状発育を示し,核

は大小不同で多数の核分裂像を認めた(Fig。4,5).

陰茎海綿体の病理組織学的所見は,右 鎖骨上リンパ節

の所見と全く同様の腫瘍細胞 の増殖 が認 め られた

(Fig.6).病 理組織学的診 断は,anaplasticsemi-

nomaで あった.

以上より,anaplasticseminomaの 陰茎およびリ

ンパ節転移と診断し,両 側睾丸には明らかな硬結は触

知せず,ま た超音波断層法にても異常所見は認められ

なかったが,微 小癌の可能性も否定しえず,原 発巣確

認のため患者および家族の承認のもとに,10月9日 両

側睾丸摘除術を施行した.両 側睾丸全組織切片につい

て詳細に病理学的に検索 したが,腫 瘍あるいは搬痕な

どの異常所見は認められなかった.ま た,腹 部CTや

超音波にて後腹膜腔も検索したが,腫 瘍の存在を疑わ

せる所見は認められなかった.し たがって,縦 隔原発

の精上皮腫がもっとも疑われたが,肝 硬変の悪化によ

り1984年10月11日 に死亡 し,剖 検の承諾がえられなか

ったため確定診断はできなかった.

考 察

陰茎は血流豊富な器管にもかかわらず,転 移性陰茎

腫瘍の報告は比較的稀で,1870年Eberth4,の 直腸癌の

陰茎海綿体への転移例が最初であるが,本 邦では1934

年の斎藤5)の 報告以来,わ れわれの調べ得たかぎりで

は自験例を含め75例 に達する6-tl).

本邦報告例75症 例についてみると,発 生年齢は,i3

歳か ら86歳 まで,平 均62.4歳 と原疾患の性質上高齢者

が多い.

原発巣の内訳をみると,膀 胱腫瘍が25例 ともっとも

多く,次 いで前立腺腫瘍18例,腎 孟尿管腫瘍7例,腎

腫瘍5例 で,こ れに睾丸腫瘍と尿道腫瘍の各2例 を加

えると尿路性器からの転移が59例(78.7%)と 大部分

を占めてお り,そ の他の原発腫瘍としては食道,胃 お

よび直腸などの消化器からの転移が10例(13.3%)で

ある(Table2).1984年 のHaddad2)の 集計によれ

ば209例 中,消 化器癌からの転移が32例(15.3%)で,

そのうち肝癌および膵癌各1例 の2例 を除くと直腸,

結腸および肛門癌からの転移が30例 とそのほとんどを

占めている,本 邦でも最近直腸癌からの転移が増加し

ているが,そ の割合は消化器癌10例 の うち5例(50

%)に す ぎない。 また,縦 隔腫瘍の陰茎転移は小関

ら7)が悪性胸腺腫の陰茎転移を報告 してお り,本 症例

は第2例 目である.
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渉難1

原発 巣か ら陰茎 へ の 転移 経 路 は,単 一 の 経路 で説 明

す るこ とは困 難 で ある が,AbeshouseらDは1)

directextension,2)implantation3)instrumental

spread,4)disseminationthroughbloodstream,

5)lymphaticpermeationな ど可能 性 の あ るあ ら ゆ

る経 路を あ げ てい る.膀 胱,前 立 腺 あ るい は直 腸 の悪

性腫 瘍か らの転 移 の場 合 は,直 接 浸 潤 が 考 え ら れ る

が,転 移性 陰 茎 腫 瘍 を組 織 学的 に検 索 して み る と,原

発巣 との連 続 性 が な く,散 在性 あ るい は孤 立 性 に硬 結

としてあらわれることが多いことが知 られており,こ

のような場合は直接浸潤では説明できず,Abeshouse

や三 品らIDは 静脈逆行性を有力な経路としている.陰

茎背静脈は前立腺および膀胱の静脈叢と密接なつなが

りがあり,さ らに骨盤内静脈系は内臓,腰 部,下 肢な

どの静脈と連絡がある.し たがって,こ れらの静脈系

の中枢側で腫瘍栓塞がおこったり,胸 腔または腹腔内

圧の上昇をきたすような因子がある場合には,血 流は

一時的に逆流 して腫瘍細胞の逆行性転移が発生する原
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因にもなる.す なわち,腎 腫瘍の陰茎転移例の大部分

が左側に発生した腎腫瘍であることは,左 腎静脈から

精巣静脈を経て逆行性転移が発生すると考えられ,静

脈逆行性転移の根拠となっている.本 症例は肝硬変に

より側副血行路が発達 してお り,静 脈逆行性転移が考

えられるが,肺 や鎖骨上リンパ節に転移がみられるこ

とより,動 脈性,リ ンパ行性などの経路による転移の

可能性もあると考えられる.

転移性陰茎腫瘍の臨床症状は,原 疾患の臨床症状の

ほかに転移巣の局所症状としては陰茎部の硬結がもっ

とも多い.こ の硬結は孤立性結節の形をとるのが一般

的で,発 現部位は陰茎海綿体が多い,そ のほかの症状

としてpriapismが あるが,priapismの 発生頻度は

Abeshouseら は140例 中52例37.1%に 認めており,本

邦集計でも75例中34例45.3%に 認められ,原 発性陰茎

腫瘍に比較してpriapismの 発生頻度は高いが,自 験

例は陰茎の硬結 と亀頭部の冷感を主訴としていた.

一般に転移性陰茎腫瘍は原疾患の末期症状として起

こるものであ り,全 身状態も悪 く,保 存的療法に終る

ことが少なくない.し たがって,予 後は不良で,長 期

生存例はなく,上 野ら12)の胃癌よりの転移例の3年 が

最長で,大 部分は発生後1年 以内に死亡している.

精上皮腫は縦隔をはじめ松果体 後腹膜腔,前 仙骨

部など性腺外にも稀に発生し,本 症例も原発巣は縦隔

に発生 したと考えられるが,縦 隔精上皮腫の発生起源

に関 しては不明な点が多い.迷 入組織由来のgerm

celltumorと す る説13),胸 腺固有組織由来の胸腺腫

の一亜型とする説14),性 腺原発腫瘍の縦隔内転移巣と

する説15)な どがあるが定説はない.1951年Fried-

man16)は 縦隔精上皮腫が睾丸精上皮腫と組織学的に

も類似することから,性 器および性腺外に発生する奇

形腫を系統的に検討 し,奇 形腫の発展形式 に対 して
"germinoma"説 を提唱し

,精 上皮腫はtot量potent

のgermcellよ り発生する とした.縦 隔精上皮腫の

発生頻度は,正 岡ら17)や寺松ら18)の縦隔腫瘍の全国集

計で5,583例 中わずか8例 に認めるにすぎない.わ れ

われの調べ得たかぎりでは1957年 稲 田ら19)の報告以

来,自 験例を含めて75例 で,男 女比は男性74例,女 性

1例,年 齢は13歳 から69歳,平 均27.2歳 で,睾 丸原発

の精上皮腫に比べてやや若年者に発生する傾向がみら

れる.縦 隔精上皮腫の診断においては,睾 丸,卵 巣は

無論のこと,骨 盤内,後 腹膜腔などにおける腫瘍の存

在の有無を詳細に検索することが重要で,こ れらを完

全に否定してはじめて,縦 隔原発精上皮腫と確診でき

る.

本症例の場合も,睾 丸や後腹膜腔などを詳細に検索

したにもかかわらず,明 らかなものはみられず,縦 隔

原発と考えられたが,剖 検が施行できなかったので確

定診断はできなかった.

結 語

62歳 男性で,陰 茎転移に より発見された縦隔原発の

精上皮腫と考えられる症例を経験したので若干の文献

的考察を加えて報告した.

本論文 の要 旨は第111回 日本泌尿 器科学会関西地方会にて

報告 した.
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